
第
三
十
二
回
く
ず
ま
き
町
民
ま
つ
り

（
第
十
回
産
業
ま
つ
り
、
第
十
七
回
生

涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
第
十
八
回

健
康
福
祉
ま
つ
り
）
は
十
月
二
十
一
日

と
二
十
二
日
の
両
日
、
社
会
体
育
館
と

モ
ウ
モ
ウ
館
を
主
会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。

多
彩
な
イ
ベ
ン
ト
が
催
さ
れ
る
会
場

に
は
、
昨
年
を
上
回
る
延
べ
七
千
二
百

人
が
訪
れ
、
活
気
に
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

今
年
は
、
新
た
に
二
つ
の
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
を
企
画
。
地
産
地
消
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て
、
町
民
ま
つ
り
の
チ
ラ
シ
を

持
っ
て
来
場
し
た
人
に
、
産
業
ま
つ
り

委
員
会
が
用
意
し
た
牛
乳
千
五
百
本
が

無
料
で
振
る
舞
わ
れ
ま
し
た
。
環
境
に
優
し

い
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
で
は
、
地
球
温
暖
化
防
止

に
少
し
で
も
貢
献
し
よ
う
と
、
臨
時
バ
ス
の

運
行
や
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
実
践
の
た
め
に
割

り
ば
し
回
収
箱
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

天
候
に
恵
ま
れ
た
二
日
間
。
来
場
者
は
、

踊
り
や
歌
の
ス
テ
ー
ジ
シ
ョ
ー
、
作
品
展
示

や
遊
び
の
体
験
コ
ー
ナ
ー
、そ
ば
打
ち
体
験
、

郷
土
料
理
コ
ー
ナ
ー
な
ど
お
目
当
て
の
コ
ー

ナ
ー
を
存
分
に
楽
し
み
ま
し
た
。
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笑

福

う
秋
に
は
　
　
が
来
る

大
盛
況
の
町
民
ま
つ
り

モウモウ館会場（JA新いわて）
ＪＡ女性部（五日市）が共進会の様子を喜劇
にした「モウモウ共進会だよ～ん」を鐚巻弁
で熱演。ベゴに見立てたお姉様たちの腰つき
を審査し、見事な掛け合いで会場は笑いの渦。

タイムサービス
お目当ての商品をゲットするため、ジャン
ケン大会はどの時間帯も長蛇の列。

割りばし回収箱
会場で2,075膳分の割りばしを
回収しました。製紙原料の一
部に再利用され、はがき約
700枚に生まれ変わります。

郷
土
料
理
コ
ー
ナ
ー

各
地
区
の
工
夫
を
凝
ら
し
た

う
ま
い
も
の
が
勢
揃
い
。
昼

時
に
は
、
一
番
の
に
ぎ
わ
い

を
見
せ
ま
し
た
。

遊
び
の
体
験
コ
ー
ナ
ー

中
高
生
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
手

遊
び
歌
や
紙
芝
居
が
大
人
気
。
か
わ
い

い
バ
ル
ー
ン
ア
ー
ト
は
、
会
場
の
子
ど

も
た
ち
を
の
目
を
輝
か
せ
ま
し
た
。

捨てればごみ�
　生かせば資源だね！�

地産地消キャンペーン
今回の目玉企画は、会場で無料配
布された「くずまき高原牛乳」。
牛乳好きには、モ～たまりません。

生涯学習フェスティバル・作品展示
さき織りや切り絵、絵画などの力作が訪れ
た人たちの足を止めました。

美
容
界
で
最
大
規
模
と
な
る
第
三

十
四
回
全
日
本
美
容
技
術
選
手
権
大

会
（
全
日
本
美
容
業
生
活
衛
生
同
業

組
合
連
合
会
主
催
）
は
十
月
十
七
日
、

岩
手
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
「
ア
ピ
オ
」

で
開
か
れ
、
栃
丸
保
子
さ
ん
（
旧
姓

志
田
）
が
見
事
、
日
本
大
賞
に
輝
き

ま
し
た
。

大
会
は
、
ヘ
ア
ス
タ
イ
ル
競
技
な

ど
七
部
門
。
栃
丸
さ
ん
が
出
場
し
た

「
花
嫁
化
粧
着
付
競
技
」
は
そ
の
中

で
も
最
高
位
の
部
門
で
、
全
国
か
ら

選
ば
れ
た
精
鋭
二
十
八
人
が
日
本
一

の
座
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

全
国
大
会
へ
の
出
場
は
三
回
目
。

昨
年
は
同
じ
花
嫁
着
付
の
部
で
七
位

入
賞
。今
年
は
約
一
カ
月
半
、練
習
に

集
中
で
き
る
よ
う
に
と
家
族
が
住
む

盛
岡
市
の
自
宅
を
離
れ
、
愛
媛
県
の

先
生
の
も
と
で
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

家
族
の
理
解
と
協
力
、
こ
う
い
う

場
を
与
え
、
支
え
て
く
れ
た
ス
タ
ッ

フ
や
周
り
の
人
た
ち
の
お
か
げ
と
感

謝
し
、
地
元
岩
手
で
優
勝
で
き
た
喜

び
を
か
み
し
め
て
い
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
を
経
験
し
、
最

終
的
に
た
ど
り
つ
い
た
の
が
、
小
さ

い
こ
ろ
か
ら
見
て
育
っ
た
美
容
師
の

仕
事
。
現
在
、
実
家
が
経
営
す
る
フ

サ
美
容
室
（
新
町
）
の
婚
礼
部
門
を

担
当
し
て
い
ま
す
。

一
流
の
技
術
で
お
客
様
に
満
足
し

て
も
ら
う
た
め
、
恒
に
チ
ャ
レ
ン
ジ

精
神
を
忘
れ
な
い
栃
丸
さ
ん
。

「
お
嫁
さ
ん
か
ら
た
く
さ
ん
の
幸

せ
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
人
が

思
い
描
く
姿
を
イ
メ
ー
ジ
ど
お
り
に

仕
上
げ
、
喜
ん
で
も
ら
え
た
と
き
が

一
番
う
れ
し
い
。
わ
た
し
に
や
っ
て

も
ら
い
た
い
と
い
う
人
が
増
え
た
ら

い
い
な
」
と
明
る
く
笑
い
ま
す
。 振袖着付から帯結びまでの制限時

間は20分。競技に臨む栃丸さん㊥

花
嫁
着
付
け
日
本
一

栃丸　保子さん
(36歳・城内小路出身）

日
本
美
容
技
術
選
手
権
大
会
で
栄
冠


